提案書様式　共創分野（育成型）
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※Wordに記載のフォントサイズは、10.5ポイントとしてください。（フォントの種類は制限しません）
※左右上下にそれぞれ2.0cmの余白をとってください。
※提出時には、本ページの表紙、各ページの青字による注釈及び例示はすべて削除してください。

共創分野（育成型）


（様式1）提案書【基本情報】

基本情報
※提案書は、公募要領に基づき作成してください。
※採択された場合、本様式の記載項目のうち、拠点名称、プロジェクトリーダー等の氏名、所属機関名・役職、代表機関名、参画機関名、およびプロジェクト（拠点）の内容に関する基本情報を公表します。（公募要領4.1.3 参照）
Ⅰ．提案するプロジェクト（拠点）の構成に関する基本情報
	拠点名称
	※拠点の具体的目標を示す名称（仮称でも可）としてください。
※名称の最後は、拠点としてください（名称例：「・・・・・・拠点」）。

	代表機関名
	※大学等（1機関）を記入してください。

	代表機関の代表者
	※代表機関の長の氏名と役職等を記入してください。

	拠点運営機構の
設置責任者
	※代表機関の長または担当理事等の氏名と役職等を記入してください。

	プロジェクトリーダー
	※氏名と役職等を記入してください。提案時に代表機関に身分を有していない場合は（予定）と記載してください。

	副プロジェクトリーダー
	※氏名と役職等を記入してください。提案時に代表機関に身分を有していない場合は（予定）と記載してください。
※育成型で置かない場合は「未定」と記載してください。

	参画機関（大学等）
	

	参画機関
（大学等を除く）
	






Ⅱ．提案するプロジェクト（拠点）の内容に関する基本情報
	ビジョン策定のもととなるＳＤＧｓ
	・SDG2 飢餓をゼロに
・SDG7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに
　・・・
※複数設定することも可能です。

	提案内容要旨
	※提案するプロジェクトの実施内容全体がわかるように300字以内で記入してください（図・表の使用は不可）。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

	実施期間
	2023年度開始　～　20XX年X月X日　終了予定　　　※最長2年度




Ⅲ．提案するプロジェクト（拠点）の関係者等に関する基本情報
1．代表機関
（1）プロジェクトリーダー情報
	[bookmark: _Hlk70524915]氏名（ふりがな）
	
	生年月日
	19yy年00月00日

	所属機関
部署・役職
	※代表機関での身分（予定含む）を記載してください。
※民間企業で身分をお持ちの場合は、併せて記載してください。

	専門分野
	

	学歴
	19yy年○月　○○大学　○◯学部　卒業

	職歴
	

	企業等との共同での研究開発実績
	
（記載例）
研究期間：2013年5月～2017年3月
共同研究企業：○○株式会社（秘密保持等で明示できない場合には「A社」でも結構です。）
企業側研究費（研究期間総額）：2,000万円

	マネジメント実績
	· プロジェクトマネジメントに係る実績について記載してください。（組織経営、事業の立ち上げ・運営、製品・サービスの開発プロジェクトの管理、産学連携プロジェクトのマネジメント等）

（記載例）※秘密保持等の観点で差支えのない範囲で記載してください。
・JST〇〇事業（20XX-20XX）に〇〇の立場で参画し、産学連携マネジメント（主に〇〇業務）に従事。
・〇〇大学 理事・副学長（産学官連携担当）として、〇年間、大学の経営に参画。〇〇に貢献。
・〇〇株式会社取締役（〇〇担当）として、〇年間、〇〇部門の経営に従事
・〇〇株式会社において△△事業のマネジメントに従事し〇〇製品を新規開発
・〇〇大学発ベンチャーである〇〇株式会社代表取締役として、〇年間、法人設立・経営に従事し、〇〇の資金調達・〇〇〇の商品化を実現




（2）副プロジェクトリーダー情報
※　育成型で副プロジェクトリーダーを置かない場合は表を削除し、「未定」と記載してください。
	氏名（ふりがな）
	
	生年月日
	19yy年00月00日

	所属機関
部署・役職
	※代表機関での身分（予定含む）を記載してください。
※民間企業で身分をお持ちの場合は、併せて記載してください。

	専門分野
	

	学歴
	19yy年○月　○○大学　○◯学部　卒業

	職歴
	

	企業等との共同での研究開発実績
	
（記載例）
研究期間：2013年5月～2017年3月
共同研究企業：○○株式会社（秘密保持等で明示できない場合には「A社」でも結構です。）
企業側研究費（研究期間総額）：2,000万円

	マネジメント実績
	· プロジェクトマネジメントに係る実績について記載してください。（組織経営、事業の立ち上げ・運営、製品・サービスの開発プロジェクトの管理、産学連携プロジェクトのマネジメント等）

（記載例）※秘密保持等の観点で差支えのない範囲で記載してください。
・JST〇〇事業（20XX-20XX）に〇〇の立場で参画し、産学連携マネジメント（主に〇〇業務）に従事。
・〇〇大学 理事・副学長（産学官連携担当）として、〇年間、大学の経営に参画。〇〇に貢献。
・〇〇株式会社取締役（〇〇担当）として、〇年間、〇〇部門の経営に従事
・〇〇株式会社において△△事業のマネジメントに従事し〇〇製品を新規開発
・〇〇大学発ベンチャーである〇〇株式会社代表取締役として、〇年間、法人設立・経営に従事し、〇〇の資金調達・〇〇〇の商品化を実現




2．参画機関（大学等）
※代表機関以外の大学等が参画しない場合は、表を削除し「参画なし」と記載してください。
	1
	機関名称
	

	
	代表者　職名・氏名
	

	
	研究開発責任者
	氏名
	※各参画機関（大学等）におけるプロジェクト実施上の責任者氏名

	
	
	所属・役職
	※上記責任者の所属・役職

	2
	機関名称
	

	
	代表者　職名・氏名
	

	
	研究開発責任者
	氏名
	

	
	
	所属・役職
	

	3
	機関名称
	

	
	代表者　職名・氏名
	

	
	研究開発責任者
	氏名
	

	
	
	所属・役職
	


※　必要に応じて表を増減してください。

3．参画機関（大学等を除く）
	1
	機関名称
	

	
	代表者　職名・氏名
	

	
	実施責任者
	氏名
	※大学等を除く各参画機関におけるプロジェクト実施上の責任者氏名

	
	
	所属・役職
	※上記責任者の所属・役職

	2
	機関名称
	

	
	代表者　職名・氏名
	

	
	実施責任者
	氏名
	

	
	
	所属・役職
	

	3
	機関名称
	

	
	代表者　職名・氏名
	

	
	実施責任者
	氏名
	

	
	
	所属・役職
	


※　必要に応じて表を増減してください。
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